
ディノ12月 - 01

はじめのうた

季節のカード（味覚編）

あそびうた　　前向き横向き後ろ向き

今月の詩 馬　　山村暮鳥

た  し 算 ９の段　

ことわざ 得手に帆を揚げ　頭隠して尻隠さず

鵜のまねをするからす　うそも方便　　 

か  け 算 同じかけ算　　

俳　　句 松尾芭蕉　　小林一茶　　正岡子規

かぞえうた　　１羽　１足　１椀　　（にわとり、下駄、吸い物）

なぞなぞ

手あそびうた　げんこつ山のたぬきさん

音の絵本 アヒル　ハクチョウ　ツル　ペンギン　カナリア

イメージストーリー リード君（第９話　新年の挨拶）

（イメージしてみましょう）

今月のうた　　手をあらおう 　　

おはなし シンデレラ

童　　謡 雪

漢　　詩 静夜思

百人一首 祐子内親王家紀伊　文家康秀　従二位家隆   良暹法師 　　

復習コーナー

暗　　示　　（静かなところで目を閉じて聞きましょう）
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ディノ12月 - 02

《前向き横向き後ろ向き》

前向きぽん　後ろ向きぽん　前向きぽん

右向きぽん　 左向きぽん　 ぽんぽんジャンプ

前に向かって　１　２　３

後ろにさがって　１　２　３

右に１２３　左に１２３　その場で１２３

ぐるっとジャンプ　１回転

（ジャンプしながら後ろを向く）（ジャンプしながら前を向く）

 （ジャンプして右を向く）（ジャンプして左を向く）（２回ジャンプ）

（前に向かって３回ジャンプ）

（後にさがりながら３回ジャンプ）

（右の方へ３歩あるく）　（左の方へ３歩あるく）　（その場で３回ジャンプ）

 （その場で１回転ジャンプ）

＊「ぽん」で、ジャンプしましょう。

＊正面に戻ります

まえ  む   うし　　   む   まえ  む

みぎ  む  ひだり む　

まえ　　   む

うし

みぎ  ひだり  ば

 かい てん

まえ  む　　 よこ  む　　 うし　　  む

　

うし む まえ　　  む

　

　　みぎ　　 む ひだり　　む かい

　　まえ　　 む かい

　 うしろ かい

みぎ　　ほう ぽ  ひだり　   ほう ぽ ば かい 

ば　　 　　かいてん

しょうめん　　もど

あそびうたあそびうた



ディノ12月 - 03

馬

　山村暮鳥

だあれもいない

馬が

水の匂いを

かいでいる

うま

みず　  にお

やまむら ぼ ちょう

うま

今月の詩今月の詩今月の詩



ディノ12月 - ��

得手に帆を揚げ

　自分の得意なことを調子に乗ってする。

頭隠して尻隠さず

　悪事や欠点の一部を隠しただけで、すべて隠した気に

　なること。

鵜のまねをするからす

　自分の能力を考えずに人のまねをすると、失敗する。

うそも方便

　うそは良くないが、時と場合によっては、うそをつか

　なければならないこともある。

じ  ぶん　　  とく  い　　　　　　　　　  ちょう  し　　　  の

あく  じ　　   けってん　　  いち   ぶ　　   かく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  かく　　　　　 き

  じ  ぶん　　  のうりょく　　かんが　　　　　　  ひと　　　　　　　　　　　　　  　　　　 しっ ぱい

　 よ　　　　　　　　　　　　とき　　   ば  あい　

 え   て　  ほ　  あ

あたまかく　  しりかく

 う

 ほう べん

ディノ12月 - ��

得手に帆を揚げ

　自分の得意なことを調子に乗ってする。

頭隠して尻隠さず

　悪事や欠点の一部を隠しただけで、すべて隠した気に

　なること。

鵜のまねをするからす

　自分の能力を考えずに人のまねをすると、失敗する。

うそも方便

　うそは良くないが、時と場合によっては、うそをつか

　なければならないこともある。
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  じ  ぶん　　  のうりょく　　かんが　　　　　　  ひと　　　　　　　　　　　　　  　　　　 しっかんが　　　　　　  ひと　　　　　　　　　　　　　  　　　　 しっかんが ぱい
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 う

 ほう べん

ことわざことわざ



ディノ12月 - ��

いざ子ども　走り歩かん　玉霰　
　松尾芭蕉

初雪や　今行く里の　見えて降る　
　小林一茶

団栗の　共に掃かるる　落ち葉かな
　正岡子規

 こ　 　はし　  ある　  たまあられ

はつゆき　  いま  ゆ　  さと　 　み　 　ふ

どんぐり　  とも　  は　  お　  ば

まつ  お    ば しょう

  こ ばやし いっ  さ

まさ おか   し   き

ディノ12月 - ��

いざ子ども　走り歩かん　玉霰　
　松尾芭蕉

初雪や　今行く里の　見えて降る　
　小林一茶

団栗の　共に掃かるる　落ち葉かな
　正岡子規

 こ　 　はし　  ある　  たまあられ

はつゆき　  いま  ゆ　  さと　 　み　 　ふ

どんぐり　  とも　  

団栗の　共に掃かるる　落ち葉かな
どんぐり　  とも　  

団栗の　共に掃かるる　落ち葉かな
は　  お　  ば

まつ  お    ば しょう

  こ ばやし いっ  さ

まさ おか   し   き

俳　句俳 句



１　暗くなると空でピカピカ光るものなあに？

２　空から降ってくるもので、白くて冷たくてふわふ
　わしているものなあに？　

３　空にふわふわ浮かんで、いろいろな形になるもの
　なあに？

４　いきなり光ったり大きな音を出したりするもの
　なあに？

くら　  そら　  ひか

そら　 　ふ　 　しろ　  つめ

そら　 　う　 かたち

　ひか　 　おお　   おと　  だ

ディノ12月 - ��

なぞなぞ

１　暗くなると空でピカピカ光るものなあに？

２　空から降ってくるもので、白くて冷たくてふわふ
　わしているものなあに？　

３　空にふわふわ浮かんで、いろいろな形になるもの
　なあに？

４　いきなり光ったり大きな音を出したりするもの
　なあに？

くら　  そら　  ひか

そら　 　ふ　 　しろ　  つめ

そら　 　う　

３　空にふわふわ浮かんで、いろいろな形になるもの
　う　

３　空にふわふわ浮かんで、いろいろな形になるもの
かたち

　ひか　 　おお　   おと　  だ

ディノ12月 - ��

なぞなぞ



ディノ12月 - 07

《げんこつ山のたぬきさん》

おっぱいのんで2げんこつやまの
たぬきさん

1 ねんねして3

だっこして4 おんぶして5

またあし6 た7

手をグーにして、上下を

かえながら７かいたたく

手を口のよこにあて

おっぱいをのむまね

手をあわせて

ほっぺにあてる

手をまえにだして

だっこのまね

手をうしろにして

おんぶのまね

手をグーにして

ぐるぐるまわす

じゃんけんをする

て じょう げ て　 　 くち て

て て

て

やま

手あそびうた手あそびうた手あそびうた



ディノ12月 - 08

今月は、いろいろな鳥の鳴き声です。

１）アヒル

２）ハクチョウ

３）ツル

４）ペンギン

５）カナリア

こんげつ　 　とり　  な　 　ごえ

音の絵本音の絵本音の絵本

アヒル

ハクチョウ
ツ ル

ペンギン

カナリア



ディノ12月 - 09

《手をあらおう》

手をあらおう　手をあらおう

わぁーい　わぁーい　ごはんだよ

　「いただきまーす」

ダメだよ　ダメだよ　その前に

ガラガラ　ガラガラ　うがいをしよう

ゴシゴシ　ゴシゴシ　手をあらおう

バイ菌　バイ菌　さようなら～

それでは　みなさん　ごいっしょに

　「いただきまーす」

終わったら言おうね

　「ごちそうさま」

　て　  て

 まえ

 て

 きん　 　きん

  お　　　　　　　　　　 い

 て　

今月のうた今月のうた今月のうた



ディノ12月 - 10

　「シンデレラ」は、かわいそうな女の子が最後は王子様と

結婚するお話です。

　お話を聞いた後で、質問にこたえてみましょう。

１　どうして、シンデレラと呼ばれるようになったのですか。

２　なにが馬車になったのですか。

３　御者に変身したのは何ですか。

４　シンデレラが落としてきたものは何ですか。

５　王子様は、どういうおふれを出しましたか。

シンデレラ

 おんな　  こ　   さい  ご　 　おう  じ  さま

けっこん　　　　　　  はなし

　はなし　　  き　　　　　 あと　　　　  しつ もん

  よ

 ば  しゃ

 ぎょ しゃ　  へんしん　  なん

　お　 　なん

 おう  じ  さま　 　 だ

おはなしおはなしおはなし



ディノ12月 - 11
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祐子内親王家紀伊

ディノ12月 - 12

百人一首百人一首百人一首


	デ12目次 1もくじ [更新済み]
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